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第  2 章 
環境の現状と課題 
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2 生活 
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 1  市の概要 

（１） 位 置 
  

 ●

概
況
● 

 岩手県における位置 

久慈市の位置 

 東経 141°27′～141°52′ 

 北緯 40°00′～40°17′ 

 東西 35.80km 

 南北 32.06km 

 面積 623.50km2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
（2） 気 象 

  
 ●

概
況
● 

 気温と降水量 

年平均気温は 10.５℃

と平年より高め、年間降

水量も 1415.5mm と平

年より多い年となりまし

た。 
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（3） 人 口 
  

 ●

概
況
● 

 人口・世帯数 

市の人口は 35,113 人で前年より 796 人減少し、世帯数も 36 世帯減少し、

15,559 世帯となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

注）平成 25 年度より人口及び世帯数に外国人住民を含んでおります。 

 

 

年齢別人口 

 総人口に占める年少（0～14 歳）人口の割合は約 11.8％で、生産年齢（15

～64 歳）人口の割合は約 56.8％、老年（65 歳以上）人口は約 31.4％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年４月１日現在 
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（4） 土地利用  
  

 ●

概
況
● 

 土地利用面積 

本市の平成 30 年１月１日現在における土地地目別面積の割合は、山林が

64.7％、その他が 24.7％、原野が 2.9％となっており、市域に占める自然的土

地利用の割合が９割以上となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用途地域等指定状況 

本市の都市計画区域※は、隣接する野田村と一体となって指定されています。ま

た、用途地域は、久慈地区、長内地区を中心に約 790ha が指定されています。 

 
区   分 面 積

都市計画区域 約 4,584 

 用途地域別 約   790 

 第 1 種低層住居専用地域 約   150 

第 1 種中高層住居専用地域 約   70 

第 2 種中高層住居専用地域 約   32 

第 1 種住居地域 約   302 

第 2 種住居地域 約   16 

近隣商業地域 約   28 

商業地域 約   49 

準工業地域 約   33 

工業地域 約   89 

工業専用地域 約   23 

その他の主な地域（地区街区含む） 約   197 

 準防火地域 約   80 

臨港地区 約   117 

                   資料：都市計画課 

 

注）単位未満四捨五入のため、総数と内訳が合わない場合があります。 
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（5） 産業構造  
  

 ●

概
況
● 

 産業別就業者数割合 

 本市の平成 27 年 10 月１日現在における産業別就業者数の割合は、第一次産

業が 9.4％、第二次産業が 28.3％、第三次産業が 62.0％です。 

年々、第一次産業就業者率が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）数値は分類不能の産業を含んでおりません。 

  

 
 

    
（6） 交 通  
  

 ●

概
況
● 

 道 路 

本市の主要な幹線道路は、一般国

道 45 号、281 号、395 号があり

ます。一般国道 45 号から接続する

八戸・久慈自動車道は、一部が供用

されています。 

 

 
鉄 道 

本市の鉄道は、JR 八戸線と三陸

鉄道北リアス線があり、市民の通

勤・通学の主要な交通機関となって

います。 
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 2  生活 

（1） 大気 
 ●

現
況
● 

 大気の状況 

 市内八日町に一般環境大気測定局※が置かれ、岩手県が常時監視を行っておりま

すが、測定結果は二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、微小粒子状物質（Ｐ

Ｍ2.5）の全測定項目で環境基準を達成しています。 
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●

現
況
● 

 大気環境への負荷 

【自動車】 

市内の自動車の保有台数は、年々増加しており、 

また、車種では 48.7％が軽自動車、38.１％が乗用自動車となっています。 

 

自動車は、走行中のほか渋滞や信号待ち、駐車中等のアイドリングによる大気汚染

物質の発生源となるため問題となっています。 

そのため、アイドリングストップ※や低公害車※の利用促進等をさらに推進していか

なければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【船 舶】 

平成 30 年久慈港の入港船舶総トン数は、平成 29 年と比べて約 0.2％減の

290,309 トンとなっています。 

入港船舶の総数は 2,793 隻となり、5 総トン以上 100 総トン未満の船舶が 2,446

隻（約 87.6％）と最も多く、次いで 100 総トン以上 500 総トン未満の船舶が 185

隻（約 6.6％）となっています。  
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（2） 水質 
 ●

現
況
● 

 河川・海域等の測定結果 

市内の公共用水域等において、定期的に水質測定を行っております。平成 30 年

度の測定結果は、水質汚濁の代表的指標の生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）
※

は全測

定地点で環境基準を達成しており、また海域の化学的酸素要求量（ＣＯＤ）
※

につい

ても全測定地点で環境基準を達成しております。 

なお、県が行っている海水浴場水質調査の結果、舟渡海水浴場は「水質 AＡ」と

なり、病原性大腸菌Ｏ-157 についても不検出となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：岩手県（公共用水域水質測定結果） 

注)河川の値は平均値、海域の値は 75％値で算出しております。 

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） 

化学的酸素要求量（CＯＤ） 
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 ●

現
況
● 

 上下水道普及状況 

【上水道】 

上水道の普及状況は、平成 30 年度末（平成 31 年３月末時点）において給水人

口が 33,812 人となっており、総人口 34,763 人に対する普及率は 97.3％に達

しています。 

平成 30 年度は、平成 29 年度と比較し、ほぼ同水準の状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下水道】 

市では、水質の汚濁負荷を低減するため、公共下水道や浄化槽※等の汚水処理施

設の整備を進めているものの、その普及率は 60.5％と低い状況にあります。 
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（3） 土壌・地下水 
  

 ●

現
況
● 

 土壌及び地下水質の測定は岩手県が行っていますが、地下水質の定期モニタリン

グ※調査の結果、２地点で環境基準値又は指針値を超過しておりました。 

なお、環境基準又は指針値を超過した地点については、久慈保健所において、継

続監視並びに必要に応じて指導等を実施しています。 
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（4） 近隣公害 
  

 ●

現
況
● 

 騒  音 

騒音については、自動車騒音の常時監視や一般騒音の測定を実施しております。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公害苦情の状況 

 

公害苦情については、年々減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全協定 

平成 30 年度は新たに１件の環境保全協定を締結し、年度末時点での協定の締

結総件数は６2 件となりました。 
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（5） 有害化学物質（ダイオキシン類）  
  

 ●

現
況
● 

 
 
 
 

ダイオキシン類※については、岩手県において大気、公共用水域（河川、海

域）、地下水及び土壌の汚染状況調査を実施しております。 

平成30年度は市内の河川（久慈川、遠別川、夏井川）及び地下水（山形町）

で調査を実施し、結果は全て環境基準を下回っています。 

また、山形町にあります※2,4,5-Ｔ系除草剤埋設地の定期点検を 5 月と

10 月に東北森林管理局、県北広域振興局及び市により実施した結果、異常

は認められませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 2,4,5-Ｔ系除草剤埋設問題 

  昭和59年、当時の林野庁において、毒性が強いダイオキシンを含む2,4,5-Ｔ系除草剤

を不適正処分していたことが発覚。全国的な問題となり、久慈市の国有林内にも昭和46年

に埋設処分していたことが判明した。 

  現在は、岩手県及び関係市町村で構成する「2,4,5-Ｔ系除草剤埋設地問題連絡協議会」

を設置し、撤去を含む恒久対策等について東北森林管理局に対し要望するとともに関係機

関による定期点検を実施している。 
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 3  生き物 
（1） 動 物 

  

 ●

現
況
● 

 日常生活の中で様々な野生生物を見ることができます。生息状況等のデー

タに乏しく、近年の動向は十分に把握できていませんが、飛来するカモ、白

鳥などが増えています。 

 

【哺乳類】 

 人里の近くでは、カモシカ、ノウサギ、キツネ、タヌキ等、遠島山や和

佐羅比山ではツキノワグマなどの哺乳類の生息が確認されています。 

近年はツキノワグマなど野生動物による農業被害が確認されているほ

か、高い繁殖能力を持つニホンジカの生息が確認されており、今後の農林

業被害が懸念されています。 

【鳥 類】 

 久慈川や長内川では、オオハクチョウ、マガモ、カルガモ、コガモ等の

20 種類近くのガンカモ類が確認されています。山野では、ウグイス、キ

ジ、アカゲラやカッコウ等がみられます。また、イヌワシ、クマタカ、ハ

ヤブサ等の猛禽類の生息も確認されています。 

【両生類・は虫類】 

 山形町ではモリアオガエル、宇部川支流（野田村）ではトウホクサンシ

ョウウオ、安家川や小本川の上流（岩泉町）ではハコネサンショウウオが

確認されています。 

【昆虫類】 

 日本には 10 万種以上が生息するといわれています。このうち、チョウ

センアカシジミ（蝶類）は、久慈市の天然記念物に指定されていますが、そ

の生息数は激減しています。なお、市内に生息する蝶類は、オオムラサキ

やヒメギフチョウ、ゴマシジミなど 100 種以上が確認されています。 

【魚 類】 

 サケ、サクラマス（ヤマメ）、アユ、ウグイ等の生息が確認されています。

また、絶滅が危惧されている種では、イトヨやスナヤツメ、エゾウグイの生息

が確認されています。 
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（2） 植 物 
  

 ●

現
況
● 

  植物については、侍浜のアカマツ林やハマハイビャクシン群落、久慈渓流の

石灰岩植物が特定植物群落※に指定されているほか、絶滅の危機に瀕している

種や絶滅の危機が増大している種に該当する貴重な植物 20 種が生育してい

ると言われていますが、データに乏しい部分があります。 

また、国の天然記念物に指定されている長泉寺の大イチョウをはじめとし

て、市内の 14 本の巨樹・巨木を市の天然記念物に指定し、保全に努めていま

す。 

 

特定植物群落 

環境省では、特定植物群落選定基準に基づき、わが国における植物群落の

中から特定植物群落を選定し、本市では７件が指定されています。 
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 4  自然 
森林、農地、水辺地、公園・緑地 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●

現
況
● 

  森林の変遷 

森林面積は市の総面積の約７割を占め、民有林はその７割以上を占めてい

ます。 

手入れの行き届かない森林の増加が懸念されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

農地の変遷 

平成 27 年の経営耕地面積は 1,083ha となっており、農家の減少と比例

して減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

1,696 
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平成12 17 22 27年

経営耕地面積の推移
(ha)

資料：久慈市統計書
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 ●

現
況
● 

 水辺地 

久慈川や長内川には、ヤマメやアユを釣りに多くの人が訪れます。 

また、冬季には、多くのオオハクチョウが飛来し、越冬地としての重要な

拠点になっており、河川敷は、気軽に自然にふれることができる環境づくり

を進めています。 
 

公園・緑地 

本市には、三陸復興国立公園、久慈平庭県立自然公園のほか、都市公園※が

近隣公園 2 ヶ所、街区公園 8 ヶ所、都市緑地１ヶ所の計 11 ヶ所 15.01ha

あります。 

平成 27 年度時点の都市計画区域内人口１人あたりの都市公園面積は

6.1m2 となっており、県内平均約 13.9ｍ２を下回っていますが、都市公園以

外にも港湾緑地※が整備されています。 
 

注１）平成２7 年度末における県内平均値は「岩手県の都市計画」より引用しています。 

注２）港湾緑地は全部で 5.1ha 整備されています（平成 27 年３月現在。国交省東北地方整備局） 
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 5  廃棄物等 
（1） 廃棄物 
  

 ●

現
況
● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

これまでも、プラスチック製容器包装や雑がみの分別収集や古着回収事

業などを実施しておりましたが、平成 30 年度は「久慈市ごみの分け方・

出し方ガイドブック」を作成・全戸配布し、ごみの減量化とリサイクルの

推進に努めています。 

ごみの排出量 

平成 30 年度のごみの年間総排出量は 13,107ｔ、市民一人当たりのご

みの年間排出量は 370kg となり、前年度と比較し総排出量は減少しまし

たが、一人当たり年間排出量は増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみの資源化 

ごみのリサイクル率※は 9.6％となりました。また、市民一人当たりの

ごみの年間排出量のリサイクル化量※は 3.6kg となりました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

注１）リサイクル率…リサイクル量÷一般廃棄物総排出量×100 

注２）リサイクル化量…分別収集等により直接資源化された量及び中間処理後に再生利用された量の

合計（市が関与していない集団回収等は把握が困難なことから含まれておりません） 
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 ●

現
況
● 

 廃棄物の不法投棄・不適正処理の現状 

家庭ごみ、家電４品目などの 

不法投棄や廃棄物の放置が、平 

成 30 年度は 49 件と、前年比 

6 件の増となりました。 

今後も、環境パトロール員をは 

じめとした監視のほか、市民の 

皆さんからの情報収集に努め、 

不法投棄の未然防止と早期発見 

に努めていきます。 

 
    

 

    
（2） 地球環境問題  
  

 ●

現
況
● 

  

酸性雨※ 

本市では、酸性雨（pH5.6 以下

の雨等降下物）の状況を市役所庁

舎屋上で定期的に観測していま

す 。 平 成 30 年 度 の 結 果 は

pH6.33 で、昨年度と同値でした。 

 

注）当市の場合、例年１月から２月における

降雪の観測を実施しております。 
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 6  参加・協働 
（1） 環境情報 
  

 ●

現
況
● 

 市では、「久慈市の環境」を作成し、大気汚染や水質汚濁などの状況につ

いて毎年度公表しています。また、環境情報は、広報くじや市ホームペー

ジに随時掲載し、市民への情報提供を行っています。また、ごみ分別・回

収について勉強会を実施するなど、環境に関する知識の向上を図っていま

す。 

 
    
（2） 環境教育・環境学習 
  

 ●

現
況
● 

 現在、市民の間でも環境に対する関心が高くなり、環境教育・環境学習

プログラムの充実が求められています。2012 年 10 月には「環境教育等

による環境保全の取組の促進に関する法律」が施行され、職場や地域にお

ける環境保全活動などの取り組みの実施や、学校教育における体験学習な

どの充実が図られています。 

市では、市職員を講師にした講座を開催する「まちづくり直送便」事業

や、ボランティアの市民を講師・指導者とした地域・団体活動の支援を行

う「琥珀のまち生涯学習ボランティアバンク」事業を実施しています。ま

た、小・中学校では「総合的な学習の時間」に、環境保全や自然とのふれ

あいをテーマにした特色ある環境学習が行われています。 
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（3） 自然体験活動、環境活動 
  

 ●

現
況
● 

 市民団体等が行っている環境活動に対する、助言・指導、事業活動費の

補助による支援や、自然環境観察会や環境講座等を開催し、市民参加型の

幅広い環境活動の機会作りに取り組んでいます。 

また、市民団体や学校教育、社会教育活動の一環として、自然体験活動

がプログラムに取り入れられ、積極的に推進されています。 

市では、市民総出の「早朝 1 時間清掃」や、小・中学生を中心とした「５

３０（ごみゼロ）運動」などを実施しており、市民が自発的に環境活動に

取り組む姿がみられます。 
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